
都

市

史

に

ネミ

け

る

広

場

ー
ー
ー
と
く
に
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
ー
ー
ー

矢

守

彦

マ
ル
ク
ト
広
場
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
都
市
に
お
け
る
第
三
次
産
業
の
主
要
舞
台
で
あ
っ
た
か
ら
、
小
稿
も
強
ち
本
号
に
無
縁
で
は
な
い

が
、
今
回
の
研
究
白
標
は
必
ず
し
も
特
集
テ
l
マ
に
そ
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

す
な
わ
ち
中
世
都
市
の
マ
ル
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
社
会
経
済
史
学
の
あ
げ
た
腫
大
な
蓄
積
が
あ
る
が
、
そ
の
殆
ん
ど
は
こ
れ
を

都
市
に
お
け
る
八
空
間

V
の
面
か
ら
捉
え
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
本
稿
も
ま
た
、
当
然
、
こ
れ
ら
市
場
機
構
に
関
す
る
研
究
成
果
を
ふ

ま
え
て
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
直
接
的
に
は
専
ら
人
形
態

V
に
問
題
の
焦
点
を
か
ぎ
る
こ
と
に
す
る
。

都市史における広場

機
能
分
析
、
計
量
的
処
理
に
偏
し
た
近
代
都
市
計
画
に
、
機
能
の
実
体
化
と
し
て
の
八
形
態

V
、
デ
ィ
ザ
イ
ン
の
問
題
を
導
入
し
た
の

社
会
経
済
史
的
方
法
を
主
潮
と
す
る
歴
史
地
理
学
に
お
い
て
、

は
円
四
の
O
H
ゲ
己
丘
町
円
で
あ
っ
た
が
、

い
ま
一
度
、
八
形
態
〉
を
み
な
お

す
こ
と
も
無
用
で
は
あ
る
ま
い
。

広
場
の
変
容
系
列
と
地
域
的
類
型
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一
般
的
に
都
市
の
広
場
を
類
別
す
る
に
は
種
々
の
観
点
が
あ
ろ
う
が
、

市
場
と
い
う
機
能
を
重
視
す
る
な
ら
‘

ω富田『
r
q
E
N、



p
a
一

-
-
J

一一J
h
t
e

弓
J
A
e

吃
-

F

M

-

‘

E
.
紛
争
。
一
也
叫
広
場
抗
日
九
料
診
れ
。
よ
ケ
0

・
そ
し
て
こ
れ
は
当
面
白
ド
ナ
火
中
世
部
前
じ
む
っ
て

Jq
最
泌
適
切
記
類
別
方
法
も
あ
る
と
い
え

い
る
。
心
・

ω
4
3
Q
も
こ
の
点
に
関
し
、
早
期
の
明
巾

S
E
E
m
-
5
2
F
後
の
叶

2号
R
E
F
S含
の

Z
戸

F
E
R
E
い
ず
れ
の
場
合
で

町、

.

.

.
 
、

一

-

あ
れ
、
マ
ル
ク
ト
は
西
・
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
の
本
質
的
な
構
成
要
素
で
あ
る
た
め
、
そ
の
形
状
に
は
特
別
の
重
要
性
が
あ
か
、
こ
れ
を

J

中
。
に
じ
て
都
市
町
一

0
2同
命
ち
研
究
の
体
系
化
が
試
み
ら
れ
て
き
た
と
し
て
い
る
(
l
)
O

南
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
の

H
P
O
B仏
日
告
白
(
2
)

酉
北
同
イ
ツ
に
つ
い
て
の
一
‘
巨
・
り
C
H
1
2〔

3
)
の
、
信
実
比
一
ζ
のJ

代
表
作
同
に
属
す
る
、
o
J
.

州開に
A
V
い
て
は
後
に
付
説
す
る
己
と
に
し
、

ま
ず
当
面
の
課
題
で
あ
る
市
場
広
場
の
み
を
と
り
あ
げ
て
も
、

こ
れ
は
さ
ら
に
形
態
的
じ

昔
い
川
く
つ
が
の
細
類
跡
iFU-

ふ
ぬ
ふ
円
み
れ
ぞ
れ
歴
史
的
地
域
的
な
変
容
系
列
に
照
応
し
・
て
い
る
ご
と
く
思
わ
れ
る
。

、
〔
司
湾
問
団
と
項
目
宵
〕

東
ド
イ
¥
ツ
に
お
け
る
、
が
ご
と
き
純
粋
な
建
設
都
市
は
別
を
し
て
J

大
方
の
都
市
が
州
内
田
正

g
gロ

a-azロ
m↓‘

冨
R
W
S
2
F
g
の
時
期
主
先
-
従
軍
需
せ

νど
り
る
h
4
)

と
す
れ
ば
、
都
市
に
お
け
る
市
場
広
場
の
源
流
は
当
F
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い

だ
ち
ぅ
。
ヴ
ィ
ク
の
一
般
的
な
形
態
は
詞
操
守
交
易
協
民
沿
っ

fuk側
だ
け
に
建
物
列
の
な
ら
ぶ
も
の
で
、
無
防
備
の
場
合
が
多
か
っ

す・
9
2

十
?
を
や
j

一
た
J
V
L喝

h
b
ず
も
こ
の
ふ
う
な
ヌ
ラ
、
A
h
F
時
代
ぬ
ー
坊
ィ
.
外
は
類
型
的
に
は
日

l
マ
ン
・
タ
ウ
ン
の
そ
れ
に
遡
る
(
5
)
0

し
か
し
こ
れ
は
都
市
の

広
場
と
い
う
こ
と
で
す
ぐ
想
起
さ
れ
る

r
E
B
を
祖
型
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ギ
リ
シ
ア
の
白
ぬ
。
E
や
ロ

l
マ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

元
来
が
市
場
を
第
一
義
的
機
能
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
市
の
た
め
に
は
例
え
ば
同
0
2
5
1
2
2
E
B
(穀
物
市
場
)
、

同

o
E
B
1田口問
J

主
主
主

f
A
・
'
z
c
B
(鮮
魚
市
場
)
な
ど
、
各
都
市
は
一
個
な
い
し
数
個
の
広
場
を
、

な
ど
の
城
門
の
前
に
発
出
し
た

S
E
E巾
や
、
こ
れ
に
文
人
な
ど
の
定
住
地
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
三

2
∞
の
系
譜
に

つ
な
が
る
の
で
あ
る
ι

ヴ
ィ
ク
ス
は
街
村
状
の
形
態
に
と
ど
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
〉
王
山
田

σ
5ぬ
で
は
、
そ
の
ロ

l
マ
ン
・

固
有

i
γ
t，
u

e

-

s

e

.

4

タ
ウ
ン
と
し
て
の
盛
時
、
国
民
骨
E
P
帝
の
時
期
に
は
、
南
方
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
酒
・
食
品
・
織
物
・
装
飾
品
な
ど
を
多
量
に
あ
き
な

中
央
広
場
と
は
別
に
備
え
て
い
た
(
6
3

ヴ
ィ
ク
は
、

口
同
印
片
岡
ロ
ロ
同

I

J
，
ぞ
ず
M

J 
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図 Regensburg(H.Planitzによる)

う
街
路
と
広
場
(
お
そ
ら
く
は
鋪
石
の

施
さ
れ
た
)
が
存
し
た
(
7
)
O

ま
た

叶
江

2
の
市
場
の
遺
跡
も
フ
ォ

l
ラ

今

を
思
わ
せ
る
よ
う
な
結
構
で
あ
る
(
8
)
O

こ
れ
ら
ロ

l
マ
ン
・
タ
ウ
ン
の
殆
ん

ど
が
破
壊
さ
れ
て
の
ち
、
中
世
に
お
け

る
交
易
の
復
活
、
そ
し
て
ヴ
ィ
ク
の
発

もる「生
のが都・
の、市分
一そ・核布
つの」

は 立 を 機
か 地 扱 能
つ点 ζ な
ての別ど
のう報に
ロ下コ く~ '0 
l 、心 L、

マ主にて
ン要ゅは

なず、

タ
ウ
ン
の
城
郭
の
門
前
で
あ
っ
た
。

ω
H
H
S
Z
H
m
の
市
場
広
場
は
ロ

l
マ
の

2
2己
E
S
の
外
壁
に
接
し
た
地
点
に

設
営
さ
れ
た
ヴ
ィ
ク
の
位
置
を
襲
っ
て

い
る
し
(
叩
)
、
剛
山
巾
宮
口
出
E
H
m
の
市
場
広

場
も
円
山
4
伊
丹
戸
田
の
門
前
、
こ
れ
と
ド
ナ
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ウ
川
と
の
中
間
位
置
を
占
め
て
い
る
立
〉
(
図

1
)
o
Z巳ロ
N
w

切

g
p
司
自
由

2
な
ど
い
ず
れ
も
こ
れ
に
従
う
。

同
己
ロ
の
場
合
も
同
様

に
ヴ
ィ
ク
は
キ
グ
ィ
タ
ス
の
東
壁
と
ラ
イ
ン
川
と
の
中
間
に
発
生
し
、
こ
れ
が
の
ち
に

m
r巾
E
4。
g
g含
と
な
り

z
g
H
B
R
E
を
生
ん

だ(ロ
)
O

マ
ル
ク
ト
の
形
態
が
、
河
岸
や
道
路
に
沿
う
片
側
町
に
発
し
、
こ
れ
が

ω可曲目
g
B
R
r
そ
し
て

Y向
釦
]
守
}
拘
件
目
M
-
m凶
片
岡

へ
と
い
う
変
容
系

列
を
た
ど
っ
た
こ
と
は
も
は
や
定
説
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
が

ax
」
う
し
た
一
般
的
趨
勢
に
も
か
か
わ
ら
、
ず
、

な
が
く

ω待問旬。ロー

5
2
E
 の
形
態
を
維
持
し
た
も
の
の
あ
る
こ
と
、

ま
た
変
容
の
仕
方
や
マ
ル
ク
ト
広
場
自
体
に
も
、
い
く
つ
か
の
類
型
の
見
出
せ
る
こ
と

等
に
つ
い
て
、
な
お
若
干
の
整
理
を
加
え
て
お
き
た
い
。

〔誓

E
F
g自
世
長
酔
〕

型
自
由
g
B
R
Z
の
卓
越
す
る
地
域
は
北
西
ド
イ
ツ
と
南
ド
イ
ツ
で
あ
る
。
北
西
ド
イ
ツ
で
は
司
2
5片
岡
島
市
ロ
で

あ
る
出
国
民
宮
注
目
∞
巾
ロ
(
民
EHM同門吉
Hnrm窓
口
ぬ
印
可
印
宮
口
)
が

Z
R
E
4
m同
日
内
各
同
に
供
さ
れ
て
い
る

o
c
z
a
g
u
回目同凶同
n
r
p
回

r
r
a
p

口
問
ロ
ロ
巾
ロ
ゲ
ロ
Hmu
国
5
ロ
S
W
0
3
2ロ仏
O
止
な
ど
、

い
ず
れ
も

E
2
1∞
戸
の
一
部
が
拡
張
さ
れ
て
市
場
に
な
っ
て
い
る
例
で
あ
る
立
)
O

し
か
し
地
域
的
類
型
と
し
て
よ
り
著
し
い
の
は
南
ド
イ
ツ
で
あ
り
、
問
。

5
S
E
湖
畔
の
河
包
o-pm--
は
記
録
に
残
る
最
古
の
例
(
一

一O
O
)
で
あ
る
い
日
。
こ
と
に
切
a
m
E
で
は

adz-同m
m
R
E。回目
g

g
田
口
印
可
色
g
居間
HEw-
の
形
態
が
幾
世
紀
に
わ
た
っ
て
保
持

さ
れ
て
い
る
白
)
o
t
m
g
n
E
2
8
P
3
と
い
わ
れ
る
の
は
密
に
建
て
こ
ん
だ
建
物
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
て
い
る
形
状
を
指
し
た
も
の
で
、

集

落
の
う
ち
、
他
の
疎
で
不
規
則
な
部
分
に
対
し
て
異
様
に
う
つ
る
ほ
ど
幾
何
学
的
な
形
に
広
げ
ら
れ
、
周
囲
が
固
め
ら
れ
て
い
る
。
も
つ

と
も
そ
の
面
積
は

同

-mnwmロ
ク
ラ
ス
で
は

回
巾

HmnHH同
町
田

mH白仏開口

一
・
五
平
方
キ
ロ
、

。EN
0
・
一
平
方
キ
ロ
、

ω宮内回
g
s
r。喝、

0
・
三
平
方
キ
ロ
と
い
う
程
度
で
あ
る
が

G)0
ロ
ロ
仏
巾
g
g仏
戸
冨

E
N
H

。rm同開『ロ
r
m
E
r
。同町内ロゲロ一円
m
p

初
日
巾
門
出

E
m白ロ

な
ど
で
も

ω同E
F
P
S
2
E
の
部
分
は
、
通
常
の
街
道
の
幅
員
と
は
明
瞭
な
境
界
を
な
し
て
い
る
の
が
看
取
さ
れ
る

8
0



上
記
の
地
域
以
外
で
も
、

H
N
・
冨
同
門
丘
ロ
可
の
い
わ
ゆ
る

て

ω昨日白
3
5
R
E
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ー...---"一、ーー・・ーー、ーー-

+ゴ]乙

を
形
成
す
る
が
、

叫~刷山凶~
+ー]→

川附1iTIlP

切回可由同
HH

-'ULJL 
コ仁
コ仁

4 寸門「寸「

L

「
L
「

〕

〔

「
中
央
路
都
市
」
(
後
述
)
に
属
す
る
も
の
で
は
、

し
ば
し
ば
こ
れ
が
拡
張
さ
れ

に
次
い
で
の
卓
越
地
域
は

。
ゲ
白

H-mnrd『
品
目

σ閉
口

で
〉
己
的
白
σロ門的・

何
回
口
町

σ
2
M
H巾ロ・

切
己

σ巾一円白
n
r
・
出品目円四四回目
H

刊日自

同
州

E
g
m
r
E
m
-
ピ
E
2・
者
同

E
m
r
E
な
ど
そ

の
例
は
著
し
く
多
い
(
印
)
O

街路パターンとマルクト (R.E.Dickinsonによる)

市
場
の
た
め
に
特
別
な
位
置
と
空
間
と
を
用
意
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
、
十
二

世
紀
以
来
あ
ら
わ
と
な
り
、

ω同

B
a
g
g
R
Z
は
小
さ
い
都
市
で
は
全
の

E
ロ門

E
∞

を
規
制
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、

同
由
民
四
口
口
町
一
[
N

こ
れ
が
中
央
位
置
を
占
め
る
よ
う
、

を
顧
慮
し
な
が
ら
設
定
さ
れ
た
(
初
)
O

十
三
世
紀
に
は
、
そ
の
計
画

全
留
I

性
は
い
よ
い
よ
著
し
く
な
っ
て
、
上
記
の
よ
う
に
出
S
H
M
E
R
-
の
一
部
ま
た
は
全

部
の
拡
張
主
)
か
ら
、

こ
れ
に
接
し
て
広
場
を
設
け
る
こ
と
、

さ
ら
に
独
立
し
た

整
形
の
市
場
広
場
を
求
め
る
方
向
に
流
れ
て
い
く
(nvo

こ
う
し
て
建
設
都
市
や

新
市
区
の
場
合
は
も
と
よ
り
、
古
い
都
市
で
も
新
し
い
方
形
の
マ
ル
ク
ト
の
新
・

改
築
が
さ
か
ん
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
マ
ル
ク
ト
の
形
態
変
化
の
整
理
も
、
街
路
パ
タ
l
シ
や
、
全
の

E
口千

図2

立
。
と
関
連
づ
け
て
行
な
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

〔
街
路
パ
タ
ー
ン
と
マ
ル
ク
ト
の
形
態
〕

図
2
は
列
・
開

-u-ロ
「
吉
田
。
ロ
に
よ
る

標
記
の
関
係
を
示
す
模
式
図
で
あ
る
が
、

一
方
、
河

-zg古
河

は
街
路
パ
タ
l
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ン
に
よ
る
都
市
類
型
を
@
中
央
路
都
市
、
@
十
字
街
道
都
市
、
①
羽
状
都
市
、
④
並
行
路
都
市
、
@
格
子
状
都
市
に
分
け
F

こ
れ
と
広
揚

と
の
関
係
に
も
ふ
れ
て
い
る

a)O

⑥
は
西
南
ド
イ
ツ
に
卓
越
す
る
型
で
あ
り
、

一
般
に
マ
ル
ク
ト
広
場
を
欠
く
も
の
が
多
い
、
が
(
号
、

西
北
ド
イ
ツ
の
切
口
丘
町
「
ロ
L
'
m
w

包
仲
間
ロ

(8.
切
包
巾
ロ
の
〈
巳
古
mmロ
(
ち
の
よ
う
に
同
2
-
u
g
R・
の
交
会
部
分
を
∞
昨
日

a
g
B
R
Z
と
し
て
い
る
例
も
み
ら
れ
る
o

さ
ら
に
図
2
の
第
2
段
階
に
い
た
る
前
段
階
と
し
て
司
自
!
日
)
Z
F
に
接
し
て
マ
ル
ク
ト
広
場
を
造
出
す
る
形
態
が
あ
る
。

ハ
イ
ン
リ
ヒ

獅
子
王
の
H
N
g
広

g
p
冨
岱

H
E
r
g
に
お
い
て
十
二
世
紀
中
頃
に
つ
く
ら
れ
た
出

2
1
2
r白
と
、
こ
の
傍
に
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
呂
田
H

日l

2
1伊

丹
N

は
、
こ
の
タ
イ
プ
の
祖
型
と
い
わ
れ
、
同
じ
原
理
が
二

O
年
の
ち
に
出
き
ロ
・
冨
皆
丘
町
ロ

に
も
受
容
さ
れ
た
(
幻
)
O

ま
た
、

∞E
C
P
m
h
y
d弔
問
山
ぬ

の

国同
mmロ

地
区
の
そ
れ
も
こ
の
タ
イ
プ
に
属
し
、

ハ
ル
ツ
諸
都
市
の
範
と
な
っ
た
。

そ
の
他
、

同
O
H
r
巾ロゲ

Em-

国
立

5
5ロ
ロ
な
ど
が
代
表
的
な
事
例
で
あ
る
(
お
)
O

右
の
型
に
お
い
て
、

マ
ル
ク
ト
広
場
の
四
辺
の
う
ち
、
国
間
口
宮
m
H
H
・
に
接
し
な
い
一
辺
に
も
、

」
れ
に
沿
う
街
路
が
発
生
す
る
か
、

国
白
石

g
p
に
並
行
す
る
街
路
に
達
す
る
ま
で
広
場
が
拡
張
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
結
果
的
に
図
2
の
第
2
に
異
な
ら
な
い
が
、

第

2
は
計

画
的
に
平
行
す
る
二
本
の
街
路
聞
の
一
ブ
ロ
ッ
ク
が
広
場
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
も
の
で
、
十
三
世
紀
に
は
す
で
に
珍
し
く
は
な
か
っ

た
o
z
c
g
σ
2
m
の
の
H
O
F
呂田
H
E・
ロ
同
町
丘
町
ロ
や
。
Em-o曲
目
の
マ
ル
ク
ト
な
ど
が
こ
の
例
で
あ
り
(
旬
、

H
N

・
冨
民
片
山
口
可

の
い
わ
ゆ

る
並
行
路
都
市
で
も
、
容
易
に
こ
の
型
の
マ
ル
ク
ト
広
場
が
生
じ
得
た
(
初
)
O

さ
ら
に
自
己
巴
P

ω
g円四寸
H-5・
ω
o
E
C
の
よ
う
に
三
つ

の
並
行
街
路
に
わ
た
っ
て
は
め
こ
ま
れ
た
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
れ
が
よ
り
整
え
ら
れ
た
出
口
L
g
r巳
ヨ
の

Z
巾
g
g去
や

H
N
白

H
r
巾
ロ
。
毛

な
ど
の
そ
れ
は
、
富
良
江
口
可
の
@
へ
の
移
行
型
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
(
担
当

マ
」
う
し
て
計
画
的
に
建
設
あ
る
い
は
拡
張
さ
れ
た
都
市
で
は
、
当
初
か
ら
広
い
方
形
の
マ
ル
ク
ト
広
場
'
が
設
定
芯
れ
、
主
必
従
来
は
全



、
ι 寸〈吃一 ，
，一

‘ 

。
日
ロ
門
昨
日
白
の
中
で
、
マ
ル
ク
ト
広
場
が
偏
心
的
に
位
置
し
て
い
た
都
市
で
も
、
こ
れ
を
中
心
部
に
移
動
さ
せ
、

0
5
3
σ
日
間

に
、
新
し
い
マ
ル
ク
ト
広
場
に
接
す
る
新
し
い
定
住
地
の
発
達
す
る
場
合
も
ま
れ
で
は
な
か
っ
た
銭
〕
O

@
rド‘
J

沿
，
そ
の
中
心
部
に
例
え
ば
ゲ
ミ
ー
の
ご
と
く
マ
ル
ク
ト
広
場
を
生
ず
る
も
の
が
あ
り
、
こ
め
場
合
は
@
+
中
央
広
場
と
類
似
し
'
て

く
る
が
、
前
者
に
お
い
て
は
主
軸
路
の
み
の
直
交
で
あ
っ
て
ブ
他
の
街
路
に
は
間
隔
・
走
行
と
も
に
'
規
制
性
、
ゆ
認
め
る
'
れ
な
い
の
に
対

の
よ
う

し
、
後
者
は
正
し
く
方
格
状
町
割
の
な
か
の
一

l
二
ブ
ロ
ッ
ク
が
マ
ル
ク
ト
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
点
で
異
な
る
色
、
人
凶
作
冨
明
江
口
問
は
指

摘

し

河

川

河

冷

;

一

@

の

沼

i
5
2
N
の
中
央
に
マ
ル
ク
ト
広
場
を
は
め
こ
な
様
式
は
、
。
的
手
同

3
5
以
上
に
農
民
・
的
な
近
地
売
易
を
主
要
機
能
と

L
て

お
り
八
男
、
部
市
全
体
を
一
つ
の

N
m
E
2
5
に
ひ
き
ょ
せ
、
か
つ
偏
っ
た
方
向
へ
の
拡
延
を
防
々
な
ざ
の
利
点
を
も
つ
が
、
他
方
、
'
平

坦
と
い
!
地
取
的
条
件
を
必
須
の
都
保
J
J
ー
す
る
欠
点
も
あ
る
(
鎚
)
O
|
|
こ
の
パ
タ
ー
ン
が
エ
ル
ベ
、
以
東
の
全
き
植
民
建
設
都
市
に
お
'
い

て
典
型
的
に
展
開
し
た
所
以
で
あ
る
o

も
っ
と
も
東
方
植
民
地
域
に
お
い
て
も
、
都
市
プ
ラ
ン
は
一
様
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ほ
ぼ
方
形
の
マ
ル
ク
ト
広
場
を
も
っ

一一Jι
i昆
g
Z
H
m
と
く
に
昌

2
E
B
E
F
E
B
B
3・
4
〈

g
音

2
Z

州
れ
明
、
Mlh札

W
J町田]白口、や

ω
n
E
2
5
の
型
の
二
大
別
が
あ
り
、
国

-HUE巳
誌
は
後
者
に
お
い
て
マ
ル
ク
ト
広
場

η
中
心
立
地
は
そ
の
極

}

一

回

じ
相
に
達
し
た
と
み
て
い
る
(
お
)
O

ま
た
一
方
、
バ
ル
ト
海
岸
の
り

S
N
F
開

F
E
m
-
同
C

口
紅
∞
宮
認
な
ど
で
は
巧
2
認
可
川
に
沿
う
ひ
ろ

町

・

1
・
・
・

市

い

g
E
Pロ
ヨ
詩
書
ν

の
型
を
示
し
た
(
お
〉
o

vnw

唱・

--d

主

白

ー

-

?

、と
こ
ろ
で
@
，

m突
広
場
プ
ラ
ン
の
分
布
は
東
ド
イ
ツ
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
南
・
困
・
北
ド
イ
ツ
に
は
そ
の
事
例
数
も
少

な
く
、
か
つ
必
ず
閣
も
こ
の
様
式
が
厳
密
に
貫
か
れ
て
い
な
い
。

の
型
と
、
岡
山

E
M
2
2自
川
に
中
央
マ
ル
ク
ト
が
と
り
入

263 

そ
の
中
に
あ
っ
て
比
較
的
多
い
の
.
は
出
2
8ロ
(
冨
巳
田

gm川
町
ロ
¥

何

者、
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当日同
N
g
E
5
3
な
ど
)
・
叶
，

r
E
H
Z
m
g
(
p
a
E括
白
・
仏
・

巴
E
H
H
g
c・
ω白
nrsロ
の
南
東

(
Z
2
E
E
g∞-mゲ
g-

者
開
門
口
町
ぬ
巾

Hop・
国
間
自
己
ロ
・
出
。

-
N
B
E
P
P

。C
仲
昨
日
ロ

l

m
g
)
(幻
)
な
ど
中
ド
イ
ツ
で
、

東
北
ド
イ
ツ
の
卓
越
地

域
へ
と
移
行
す
る
。
こ
の
プ
ラ
ン
の
源
流
を
、

フ
ォ

l
ラ

Pl邑n (E.Keyser による)

ム
と
の
類
似
か
ら
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
求
め
よ
う
と
す
る
者

も
あ
る
が
、
上
記
の
よ
う
な
西
南
↓
東
北
と
い
う
分
布
お

よ
び
正
確
さ
の
密
度
か
ら
み
て
、
こ
れ
は
ド
イ
ツ
内
部
に

お
い
て
形
成
さ
れ

ay
の
ち
東
方
へ
移
植
さ
れ
た
も
の
と

い
え
よ
う
o

の
ち
に
南
フ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
に

も
展
開
し
た
∞
器
片
山
門

F-g白
色
丹
の
方
こ
そ
、
東
ド
イ
ツ
の

図3

そ
れ
を
範
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
(
鈎
)
O

こ
れ
を
要
す
る
に

何
・
剛
内
叩
河
田
町
同

が
西
北
ド
イ
ツ
に
つ

い
て
の
ベ
た
マ
ル
ク
ト
の
進
化
系
列
は
、
終
り
の
と
こ
ろ

に
@
+
中
央
マ
ル
ク
ト
広
場
を
補
え
ば
、
お
お
む
ね
全
ド

イ
ツ
に
関
し
て
あ
て
は
ま
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ

ち
「
冨

R
E
と
し
て
の
明
白
ロ
印
R
J
切
己
認
一
や
同
町

nro



の
傍
の

Z
R
r
z
r
F
明日
5
F
に
沿
っ
て
計
画
的
に
設
け
ら
れ
た

y
p
H
r
G
F
F
そ
し
て
最
後
に

Z
与
3
5
R
E位
。
」
と
。

〔
辺
市

V
S
S
E
E
お
よ
び
そ
の
他
の
広
場
〕

前
項
末
に

z
m
σ
8
5
R
E
が
出
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
出
2
1
5
R
Z
の

他
に
、
市
域
の
拡
大
あ
る
い
は
市
場
機
能
の
分
化
に
よ
っ
て
、
例
え
ば

k
r
F
B
R
r
に
対
す
る

Z
2
E
R
E
-
あ
る
い
は

E
o
-
N
B
R
E・

司

unr自由
Hrhp

E
m丘四
HSHE-
問。
E
B
R
E
な
ど
の
商
品
別
市
場
が
新
設
さ
れ
た
。
ネ
i
ベ
ン
マ
ル
ク
ト
の
立
地
は
、

例

え

ば

出
回
ロ
ロ
。
g
H
の
出
o-N自由
Hrpω
ロ
E
g当
日
ぬ
の
問
。
同
ロ
自
由

HH2・
国
E
C
E
の

O
E詳
自
民
宮

な
ど
、

い
ず
れ
も
原
初
的
に
は
都
市
の

外
縁
部
に
あ
っ
た
。
原
初
的
に
は
と
い
う
の
は
、
例
え
ば

E
m
E巾
HHHRE
も
ま
た

E
C口
(
図
3
)
、
。
Em-o回目

H
H
B
Z
o
の
ご
と
く

小
さ
な
町
で
は
、
大
て
い
戸
田
ロ
r
F
が
市
門
に
近
づ
い
た
地
点
に
お
か
れ
る
が
〈
旬
、
円
己
〕
巾
口
付
・

ωELm-
国同
HHHゲロ
Hm
の
よ
う
に
そ

の
後
に
市
域
拡
大
を
み
た
大
都
市
で
は
、
新
し
い
時
期
の
城
壁
内
に
収
め
ら
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
o

逆
に
い
え
ば

E2rsaz

の
現
在
位
置
は
、
古
い
時
期
の
市
門
の
位
置
を
教
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た

の・同
z
p
m円
、
が
開
2
z
m
g
の
岡
山
。
印
m
g
R
E
を
例

と
し
て
、
右
の

2
2仏
g
M
R
E
一
般
の
外
縁
部
位
置
に
つ
い
て
の
べ
な
が
ら
、

一
方
、
ネ
l
ベ
ン
マ
ル
ク
ト
広
場
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業

種
の
ツ
ン
フ
ト
の
居
住
市
区
に
お
か
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。

都市史における広場

第
一
節
冒
頭
の
分
類
に
お
け
る
、
倒
す
な
わ
ち
マ
ル
ク
ト
以
外
の
都
市
広
場
と
し
て
は
、

ま
ず
阿
内
町
ロ
r日u
F
R
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ

れ
は
都
市
核
と
密
接
に
つ
な
が
る
の
で
第
二
節
に
ゆ
ず
る
。

つ
い
で
著
し
い
の
は
市
門
の
前
・
後
に
お
け
る
広
場
で
あ
り
、

多
く
の
場

合
、
こ
れ
は
道
路
の
交
会
・
分
岐
点
に
あ
た
っ
て
い
る
。

ま
ず
市
壁
外
に
お
い
て
は
、
市
門
直
前
の
も
の
の
他
に
、
市
門
よ
り
数
百
メ
ー
ト
ル
へ
た
だ
っ
た
地
点
、
す
な
わ
ち
諸
方
よ
り
当
該
都

265 

市
を
め
ざ
し
て
き
た
戸
田
口
与
え
E
Fロ
が
交
会
す
る
位
置
に
設
け
ら
れ
た
空
聞
が
あ
る
。
こ
れ
は
旅
人
や
車
が
都
市
に
入
る
前
に
、

時

滞
留
す
る
た
め
に
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
マ
ル
ク
ト
が
成
立
し
、
新
し
い
都
市
核
と
な
る
こ
と
も
あ
っ
た

8)0
図
4
に
お
い
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E

l

h

費
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戸F
 

品川

〉

ロ

何

冊

-EHm日、
H
，。吋

'

M

附

前

の

五

本

m
N

道
の
交
会
点
に
み
ら
れ
る
の
が
こ

印

A

M

M

W

R

K

の
種
の
広
場
で
あ
る
0

・
な
お
、
こ
の
形
態
も
ま

川

M

M

ぽ
℃

J

h

p

山
一
御
山
)
た
、
前
記
の

2
2
P
B
R
E
と
同
じ
く
、
市

4

h

 

h

l

問
る

um
耐
判
よ
域
拡
張
前
の
旧
い
市
門
の
位
置
を
如
実
に
示
し

ω
品

伽

に

、

E

，

M

M

K

T

て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

0
5
8ず
己
門
的

州

問

M
m

開

成

副

K

M
町

市

川

白

出

手

J

M

U

m

-

交 13て
市会巳よ
門寸 gs
のる 5.2「
古、~ t 
E工 噌寸

附こ ι ‘ff
tこの Hd
も 種 5.3
2E 32 
2 仏し

宅か会
あ空ほ
よ語 F
o ~ f，ij担

道互
の P

F
H
E
R
-
が
一
部
拡
張

さ
れ
た
り
、
他
の

明

2
5
R・
や
市
壁
の
外
側

場を
がめ
形ぐ
成る
さ小
れ道
る カ1
こ交
と会
が守す
多る
し、こ
O と
そに
のよ
形つ
態て
は，広

自
然
成
喪
的
な
不
整
形
で
あ
る
の
が
一
般
で
、

こ
の
事
例
も
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、

同
じ
く
図

4
で
例
示
す
れ
ば
、

の

例
え
ば

の tこ
'交お
.文け
，する
、る H

.地 r
"占 2
・Es
.小 s
tさ

ぶL、.と

わ角 E4 
・ー形 ' 去
、の a
む空回

問~
の、戸



都市史における広場

O 
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g
よ
う
に
O

V

A

-

e

 

伽
市
門
の
直
後
に
お
い
て
も
、
図
4
の
Z
2
3

n
 hmz。5

2に
お
け
る
よ
う
に
、
駐
車
の
た
め
の

剛
小
さ
い
広
場
の
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

、。、
L
u
y

要
す
る
に
市
壁
に
因
わ
れ
た
中
世
都
市
に

山
口
は
、
公
園
の
ご
と
き
オ
ー
プ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
は

皆
無
で
あ
っ
た

ozo--σgロ
ロ
で
み
ら
れ
る
よ

F!p月刊し

-"~uurger Fo'rde 

う
な
∞

2
E
R
Eロ
ロ
同
巾
に
あ
る

H
W
2
r
E己
ma

ー
問
符
で
す
ら
、
回
国

n
w
E
5
2
を
延
焼
か
ら
守

る
た
め
の
効
用
を
も
っ
た
空
間
で
あ
り
、
e

各
家

に
と
っ
て
一
裏
一
庭
的
な
機
能
を
果
す
実
用
的
な

〉

--B巾
ロ
仏
叩
で
あ
っ
た

a)O

都
市
核
と
冨
号
室
と
の
立
地
関
係

〔
教
会
と
マ
ル
ク
ー
「
〕

さ
き
に
地
誌
的
に
ロ

ー
マ
ン
・
タ
ウ
ン
を
継
承
し
た
中
世
都
市
の
場
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合
に
つ
き
、
初
期
の
ヴ
ィ
ク
お
よ
び
の
ち
の
マ
ル
ク
ト
と
都
市
核
と
の
関
係
位
置
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
司
教
都
市
に
お
い
て
は
、

ロ

マ
ン
・
タ
ウ
ン
の
系
譜
に
つ
な
が
る
場
合
も
、
ラ
イ
ン
以
東
の
司
教
座
新
設
の
場
合
も
、
ロ
O
B同
耳
目
宮
町
と
グ
ィ
ク
の
地
誌
的
二
元
構
造

を
と
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
よ
く
説
か
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
o

図
5
は
戸
開
-
O
K
Eロ
gロ
が
、
そ
の
代
表
的
な
ケ

l
ス
を
明
解
に
示
し

印、か
J
V
V

2
⑮
}
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ふ、
J

/

u

m

l

‘
、
チ

500甘L

た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
口
。
B
昨
巳
「
色
丹
な
い
し
り
og-EHm
を
と

り
か
こ
む
道
が
、
多
く
の
場
合
、
国

E
匂
Z
F
で
あ
り
、
冨
EMmgH
の
ご
と

都市核とマルク卜(R.E.Dickinsonによる)

く
、
長
く

g
E∞
g自
民
宮
の
形
態
を
維
持
し
た
も
の
か
ら
、
国
同

mgg
の

ご
と
く
巴
巾
Z
H
2
3
E
R
Z
の
傍
の

宮
間
H
F
Z
S
2
町
、
が
の
ち
に
マ
ル
ク

ト
広
場
に
拡
大
さ
れ
た
も
の
ま
で
、

ほ
ぽ
上
述
の
マ
ル
ク
ト
の
進
化
系
列
に

そ
う
諸
類
型
に
あ
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

Emnr-mロ
ク
ラ
ス
で
は
、
教
会
の
広
場
が
マ
ル
ク
ト
に
供
さ
れ
て
い
る
例

が
多
く
、

2
・吋。ロ白山田

σ・関
H
m
p
E・
同
市
正
。
・
冨
巾
E
。同町

で
は
、
こ
と
に

こ
れ
が
広
い
(
必
)
O

つ
い
で
な
が
ら
中
世
都
市
で
は
円
形
の
マ
ル
ク
ト
広
場

が
ほ
と
ん
ど
見
出
せ
な
い
、
が
、
同
町
nrrえ
か
ら
発
達
し
た
同
町
ロ
ゲ
匂

EHN
は

円
形
で
あ
る
の
が
普
通
で
あ
る
o

こ
れ
に
つ
い
て
の
・
同
Z
5
2
は

m
g
m
l

図5

同。
H
S
は
一
般
に
防
禦
的
意
味
を
も
っ
と
し
て
、
教
会
に
付
属
し
た

F
F
a
l

「
え
に
も
防
禦
的
意
味
を
よ
み
と
っ
て
い
る
翁
〉
O

そ
し
て
司
江
区
白
円

を
例

に
あ
げ
、

EHmH
問

H-arえ
が
円
形
で
あ
る
の
に
対
し
、
新
し
い

士
口
い



o
r
m
H
o
m，
z
a
rえ
は
す
で
巳
方
形
に
近
づ
き
、

か
つ
前
者
と
ロ
丘
町
円
云
R
E・
後
者
と
与
四
円
云
日
吉
と
の
関
係
か
ら
亨
マ
ル
ク
ト
の

拡
張
が
墓
地
の
空
聞
を
制
約
し
て
い
っ
た
こ
と
を
説
い
て
い
る
o

〔切

E
N
と
マ
ル
ク
ト
〕

司
教
座
と
な
ら
ぶ
い
ま
一
つ
の
有
力
な
都
市
核
は
∞
日
間
で
あ
り
、
開
・
何
色
目
の
三
地
域
区
分
の
う
ち
、

ロ

ー
マ
帝
国
領
に
属
さ
な
か
っ
た
、
早
期
の
ゲ
ル
マ
ン
人
の
ド
イ
ツ
地
域
(
与
、

H
V
H
W

ロロ

g
の
い
わ
ゆ
る
九
世
紀
に
お
い
て
キ
グ
ィ
タ
ス
の

な
か
っ
た
地
域

8
で
は
、
当

-
F
E包
括
日

mmHHH戸
田
口
町
田
口
「
何
回
己
吋
ぬ

が
、
傑
出
し
た
都
市
的
集
落
の
晶
核
で
あ
っ

の
い
わ
ゆ
る

た
(
約
百
そ
し
て
ヴ
ィ
ク
も
単
な
る
商
品
積
換
場
で
は
な
く
、
最
終
的
な
消
費
地
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
以
上
、
国
王
や

国巾
H-NOm
の

ブ
ル
ク
な
い
し
出
号
宮
山
白
色
己
ロ
ぬ
を
指
向
し
て
立
地
し
た
の
で
あ
る
(
印
)
O

も
っ
と
も
す
で
に
前
項
に

u
o
g
E
H
m
 と
い
う
語
が
で
て
き
た
よ
う
に
、
ブ
ル
ク
は
俗
界
の
領
主
の
も
の
に
限
ら
ず
、
む
し
ろ
中
世

早
期
に
お
い
て
は
、
世
俗
の
ブ
ル
ク
よ
り
も
キ
リ
ス
ト
教
関
係
施
設
の
方
が
都
市
核
と
し
て
は
一
般
的
で
あ
っ
た
自
)
0

そ
し
て
十
三
世

紀
に
は
聖
俗
い
ず
れ
の
も
の
で
あ
れ
、
ブ
ル
ク
と

Z
各
自
己
官
、
が
も
っ
と
も
普
遍
的
な
都
市
核
と
な
っ
て
い
た
(
臼
)
。
ブ
ル
ク
の
新
設
は

し
ば
し
ば
行
な
わ
れ
、
そ
れ
は
ほ
ぼ
同
時
に

ω
g
p
を
成
立
せ
し
め
た
(
臼
)
O

都市史における広場

こ
れ
ら
の
回
日
噂

S
E
に
お
い
て
も
、
切
ZHぬ
σ巾
Hm
の
ま
わ
り
を
め
ぐ
る
道
、
が
ま
、
ず
マ
ル
ク
ト
の
役
割
を
演
ず
る
段
階
か
ら
、

∞白

--a

。
ロ
田
宮
島
の
よ
う
に
二
本
の

F
g
m
g
R
邑
3
を
発
生
さ
せ
、
さ
ら
に
者
田
正
2
r
や

の

E

g
∞ゲ
2
m
の
よ
う
に
梯
子
状
の
街
路
網
に

近
づ
き
、

冨
白
司
ゲ
ロ
吋
ぬ
の
ご
と
き
の
吉
巾
広

2
5
を
形
成
す
る
ま
で
の
、
街
区
な

や
が
て
者

g
R
F己
認
の
ご
と
き
方
形
ブ
ロ
ッ
ク
、

い
し
マ
ル
ク
ト
の
進
化
系
列
が
認
め
ら
れ
る

a)O
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こ
の
よ
う
に
ブ
ル
ク
が
核
と
な
っ
た
場
合
、
あ
る
い
は
前
記
の
よ
う
に
ブ
ル
ク
と
都
市
が
同
時
に
成
立
し
た
場
合
に
は
、

マ
ル
ク
ト
広

場
は
。
E
巾
ロ
ゲ
日
ぬ
や

ω
g門目。

の
よ
う
に
ブ
ル
ク
前
の
立
地
を
明
示
す
る
か
、
あ
る
い
は

国
間
ロ
ロ
・
冨
岱
ロ
円
四
巾
HH(
図
6
)
、
。

E
色。回目
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同
5
-
の
よ
う
に

。広ZHHH2N

の
中
に
予
定
調
和
的
に
ブ
ル

ク
、
教
会
、

マ
ル
ク
ト
広
場
が

は
め
こ
ま
れ
る
こ
と
は
第
一
節

Hann.Munden (H.Planitz による)

で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
o

図

7
の

F
E
u
R一
日
仰
の
ご
と
き
も
、

稜
線
上
の
両
端
に
ド
i
ム
と
ブ

ル
ク
、
そ
工
て
そ
の
中
央
に
マ

ル
ク
ト
を
配
す
る
と
い
う
空
間

構
成
を
と
っ
て
い
る

8
0

当
初
、
別
個
の
都
市
核
を
も

つ
独
立
の
都
市
的
集
落
(
従
つ

図B

て
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
都
市
法
、

教
区
教
会
、
市
壁
そ
し
て
マ
ル

ク
ト
を
も
っ
て
い
た
場
合
が
多

い
(
日
)
)

で
あ
っ
た
も
の
の
合

併
(
切

E
g
a聖
2
m
や
巴
?
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ロ
m
ゲロ

Hm
の
ご
と
く
)
や
、
市
域
の
継
起
的
拡
張
の
行
な
わ
れ
た
場
合
に
は
、
市
区
ご
と
、
あ
る
い
は
古
新
の
両
市
区
の
中
間
に
マ
ル
ク
ト
が

設
け
ら
れ
た
。
例
え
ば
叶

r己
)
山
口
哲
ロ
で
は
教
会
と

F
E
o
s
m
H
m
と
い
う
こ
つ
の
都
市
核
の
も
と
に
発
達
し
た
両
定
住
地
の
中
間
に
三

角
形
の
マ
ル
ク
ト
広
場
が
み
ら
れ
(
町
、
同
じ
く
回
目
5
4
2
で
は
古
い

冨
白
井
豆
町
色
ロ
ロ
m
と
新
し
い

ω
g含回目

az口問
と
の
聞
に
、

円
円
吉
町
ゲ
ロ
同
ぬ
で
は
〉
丈
回
同
国
含

と

z
o
g
g含

と
の
間
に
、

。
合
同
山
口
ぬ
巾
ロ

で
は

ω丹・一『。
r田口口

の
ま
わ
り
の

冨
a
E閉
山
由
門
出
口
口
ぬ
と

甲
山
田
宮
ゲ
の
若
い
盟
問
含
回
目
白
色
ロ
ロ
ぬ
と
の
聞
に
(
関
)
マ
ル
ク
ト
が
つ
く
ら
れ
た
。
百
四
口
早
口

H
m
(図
4
)
は
@
呂
田

E
S
E
R
Z
の
ま
わ

り
の
同
町
ロ
ETwnrg-
⑥
前
記
の

ω位向凶
5
2
E
の
ま
わ
り
の
集
落
、
@
』
各
自
巴
島
町

nz
の
ま
わ
り
の
漁
民
の
集
落
な
ど
が
そ
れ
ぞ

れ
図
の
矢
印
の
方
向
に
成
長
し
、
合
併
し
た
多
核
都
市
で
あ
る
が
、
今
日
で
も
@
、
@
に
各
一
つ
の
マ
ル
ク
ト
が
お
か
れ
て
い
る
。
よ
り
著

し
い
多
核
都
市
と
し
て
は
、
ロ

E
C
S
n
r
d司巴ぬ

を
あ
げ
得
る
が
(
旬
〉
、
各
市
区
に
独
自
の
教
会
と
マ
ル
ク
ト
が
、
分
布
す
る
ー
ー
ー
ロ

g
w
l

〉
r
i
r
(〉
包

e
g
B
R
r
と

ω?
〉
包
仏
広
三
・
〉

-
z
g骨

(kr-zg門
凶
昨
日
常
吉
と
冨
白
江
戸
ロ
j

当
日
仏

mw円。門目。(同
o
E
B
R
E
と

り

O
B
Y

EHnr白)・

z
g
m
g含
(
君
。

-
-
S
R
E
と

皆

-KFEHmgE吋岳町)・

出
向

m
o
p
(出
血

m
g
B
R
E
と
問
問
昨
日
岡
田
氏
ロ

g
E
B
Z
)
0

十
七
世
紀
以
来
、
こ
と
に
十
八
世
紀
に
は
諸
侯
は
競
っ
て
領
邦
首
都
の
拡
張
美
化
を
は
か
る
に
い
た
る
が
り
安
田
町
5
0止
の

ω各
看
守

ロ
g
B回同
Z
・
国
内

H-E
の
の

g
E
a
B
g
B日
吉
な
ど
の
ご
と
く
、
拡
張
部
ご
と
に
後
述
の
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
中
心
広
場
が
造
成
さ
れ

た
(
ω
)
O

何
己
間
口

m
g
な
ど
は
こ
の
代
表
例
で
あ
り
、

H
N
巾
m
g曲
げ
己
的
(
図
1
)
で
は
多
く
の
広
場
、
が

P
B
E
E
-日
巾
丘
町
な
市
域
分
化
の
起

動
力
と
な
っ
て
い
る

@
)
O

さ
て
マ
ル
ク
ト
と
都
市
核
と
の
立
地
関
係
は
上
述
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
都
市
の
な
か
に
は
マ
ル
ク
ト
自
体
が
都
市
核
の
一
つ
で
あ
る

場
合
も
少
く
な
い
。
当
・
の
巳
丘
町
円
は
こ
れ
に
関
し
て
、

ω仲
間
骨
に
成
長
す
る
以
前
に
、

E
2
Z
P

守
片
山
凶

H
W
4口

と
し
て
長
い
間
存
立
し
て

い
た
も
の
を
呂
田
島
仲
間
宮
去
と
称
し
て
い
る
(
臼
)
が
、
そ
の

E
E
w
g
や

冨

R
E
自
体
を
成
立
さ
せ
た
原
初
的
晶
核
は
地
方
に
よ
っ



て
様
々
で
あ
る
と
し
、
形
態
の
上
か
ら
み
た
特
異
な
類
型
と
し
て
切

mqoB
型
と

ω向島∞
g
型
を
検
出
し
て
い
る
。
前
者
は
街
路
の
屈

曲、

ω田口付関白血回目白

(ω
ロ

r
g
g口
Y

垣
島
g

E同
mw

岡
山
巾

N
2・

を
呈
す
る
中
に
も
幾
何
学
的
な
プ
ラ
ン
へ
の
志
向
が
認
め
ら
れ
、

国巾

HH目
白
骨
ロ
な
ど
)
、
後
者
は
河
口
口
正
2
B
で
不
規
則
的
な
プ
ラ
ン
を
特
色
に
す
る
と
い
う
(
臼
)
O

広
場
と
句
。
g
Z
H世
田
宮
田
の
空
間
的
構
成

前
節
ま
で
は
、
都
市
プ
ラ
ン
全
体
に
お
け
る
広
場
の
配
置
の
問
題
で
あ
っ
た
が
、

つ
ぎ
に
広
場
自
体
の
空
間
構
成
を
、
同
耐
え
E

5
や
教

会
な
ど
の
ん
い
民
自
己
-
r
r
m
O与
営
一
含
や
ロ

o
E
g
g
z
の
立
地
と
関
連
づ
け
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
、
ず
ラ
l
ト
ハ
ウ
ス
は

E
o
p
(図
3
)
や

ω巾
mmゲロ
Hm
の
よ
う
に
、
都
市
の
成
立
に
と
っ
て
、
ブ
ル
ク
が
マ
ル
ク
ト
よ
り
大
き
な
意

味
を
も
っ
た
と
こ
ろ
で
は
ブ
ル
ク
の
傍
に
、
ま
た
昌
cz
や
盟
主
。

の
よ
う
に
教
会
の
傍
に
葦
引
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
通
常
は
マ

ル
ク
ト
に
立
地
す
る
o

の
含
巴
ロ
m
g
w
出回
B
σ
5
m
u
E
g由
ゲ
ロ
話
(
図
4
)
な
ど
は
、

kr-zg舎
と

Z
2
m
g告
と
の
中
聞
に
立
地
す
る

特
異
な
事
例
で
あ
る
(
悦
)
O

都市史における広場

各
都
市
に
と
っ
て
ラ
l
ト
ハ
ウ
ス
よ
り
著
し
い
冨
。
ロ
ロ
B
B
E
r
g
は
、
例
え
ば

Z
骨
色
Z
m
g
の
ω
?
の
g
Hぬ
}
内
町

ny
ロ田口
N

応
の

呂
田
丘
町
ロ
E
z
r
m
w
d
}
B
の
冨
位
ロ
回
同
町
Hu
冨

E
岳
町
ロ
の

F
2
3
E
R
Z
な
ど
出
血
ロ
宮
司
同
国
HHE円ロ
r
g
で
あ
ろ
う
o

大
方
の
都
市
は

一
つ
の
都
市
聖
堂
区
を
な
し
て
い
る
が
、
大
都
市
や
後
期
中
世
に
拡
張
を
み
た
都
市
で
は
、
多
く
の

2
2
E
g
が
増
設
さ
れ
て
い
る
o

阿
内
包
ロ
は
一
一
七
二
年
す
で
に
二
ニ
の
教
区
教
会
を
、
そ
し
て
十
四
世
紀
末
ま
で
に
は
、
こ
れ
が
二

O
に
達
し
て
い
た
し
、
何
江
口
r
z
J
で

273 

も
ほ
ぼ
同
数
で
あ
っ
た
(
筋
)
O

教
区
教
会
は
マ
ル
ク
ト
や
明
白

S
F
沿
い
に
お
か
れ
る
の
が
一
般
で
あ
る
が
、
こ
の
際
、

マ
ル
ク
ト
と
云
っ
て
も
、
古
い
都
市
で
は
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マ
ル
ク
ト
広
場
の
中
央
部
に
立
地
し
た
の
に
対
し
(
管
、

新
し
い
都
市
や
市
区
で
は
、

広
場
の
一
方
の
側
に
、

と
く
に
そ
の
た
め
の
ブ
ロ

ツ
ク
が
リ
ザ
i
グ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
白
)
(
図
6
)
O

広
場
中
央
に
位
置
す
る
例
は
、

ド
イ
ツ
で
は
む
し
ろ
例
外
で
、
明
2
5
5
m
即
日
目
・
の
冨
c
s
z
p
z
cロロ
r
g
の

尽

き

g
E
R
r
p

C
-
g
の

冨

EHmg円
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

」
の
よ
う
な
孤
立
的
な
立
地
は
、

今
日
で
も
村
の
教
会
が
多
く
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

か
つ
て
墓
地
を
伴
っ
て
い
た
名
残
り
で
あ
る
(
郎
〉
0

し
か
し
中
央
位
置
の
場
合
で
も
、
故
意
に
幾
何
学
的
中
心
か
ら
は
偏
っ
た
位
置
が
選

ば
れ
て
い
る
(
ω
)
O

大
多
数
の
教
会
は
少
く
と
も
自
ら
広
場
を
囲
む
四
辺
の
建
築
群
の
一
部
と
な
る
か
、
こ
れ
に
接
し
て
建
て
ら
れ
て
い

F
s
r
h
g
H仲
田
・
玄
白
山
口
そ
の
他
)
。
こ
れ
は
ゴ
シ
ッ
ク
聖
堂
そ
の
も
の
が
、
周
囲
を
せ
ま
く
建
て
塞
ぎ
、
側

る

(
昌
弘
ロ
Nw
出
回

B
ゲ

2mw

面
か
ら
の
視
角
を
避
け
て
、
塔
と
フ
ァ
サ
l
ド
か
ら
の
眺
め
を
人
々
に
強
い
る
構
造
を
と
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
元
)
O

切片何回ロロ回口}困者向目的の

君。
-
-
B
R
E
で
は
、
広
場
の
二
辺
を
な
す
長
い
側
面
が
円
錐
形
の
二
辺
を
形
成
し
、
〉
ロ
門
町
四
曲
目
E
R
E
の
フ

ロ
ン
ト
の
部
分
が
こ
の
頂
点
に
お
い
て
広
場
に
突
出
す
る
形
で
お
か
れ
て
い
る

(50
教
会
は
、
右
の
よ
う
に
自
ら
の
フ
ァ
サ
l
ド
を
強

調
す
る
た
め
の
み
な
ら
ず
、
広
場
の
の
g
n
z
g
m
g
z
x
の
醸
成
に
自
ら
広
場
を
幾
っ
か
に
区
切
る
作
用
を
も
演
じ
て
い
る
込
)
O

例
え

ば
剛
山
由
m
g
m
E
H
m
の
大
聖
堂
は
、
広
場
を
フ
ァ
サ
1
ド
に
向
う
奥
行
の
長
い
り
C
E
-
-
と
、
横
の
広
い

。OB印
可
・
に
分
け
る
べ
く
位

置
し
て
お
り
(
図
1
)
、
F
2
5岳
毛
色
m
の

冨

R
H
E
E同
岳
町
、
も
、
正
面
入
口
の
前
に
奥
行
の
ふ
か
い
広
場
、

一
方
、
側
面
に
は
横
に
ひ

ろ
が
り
を
も
っ
広
場
を
配
し
、
旧
ラ
l
ト
ハ
ウ
ス
は
、
他
の
建
築
物
に
隣
接
し
な
、
が
ら
も

匡
仲
田
区
含

S
R
r
の
空
聞
を
圧
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
二
分
さ
れ
た
広
場
は
方
形
の
織
物
商
館
に
対
し
て
も
、
そ
の
長
辺
に
は

〉】仲田仲田舎
B
R宮
、
が
横
に
ひ
ろ
が
る
空
間
、
短
辺
に

は
教
会
の
横
の
広
場
が
奥
行
の
ふ
か
い
空
間
と
し
て
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
先
)
(
図
8
)
O

者
E
N
E
H
m
に
お
け
る
ロ
。
B
と

2
2
B
E
E白
井
町
ロ
官
、
白
色
巾
巴
・
と

2
・百
-Eロ
∞
ー
よ
り
c
g
m
R
-
w
H
W
E
B
S
に
お
け
る
り
0
5
と
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図B

戸
日
開

E
E
C
mロ
E
H
n
r
p
H
N
a
r
g聞
と
り
。

5
1
u
Z白
HEu--Q)な
ど
の
空
間
的
配

置
、
宮
C
ロ
印
仲
良
の
り
。
自
立
・

を
と
り
ま
く
建
築
群
な
ど
に
は
、

zoロロ
5
2
H巾ロ

を
中
心
広
場
に
群
立
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
場
の
の

g
n
E。
g
g
z
x
を、

か
つ
都
市
の
シ
ル
エ
ッ
ト
に
お
け
る
重
量
感
を
た
か
め
る
効
果
を
あ
げ
て
い
る
の

で
あ
る
。

シ
ル
エ
ッ
ト
と
云
え
ば
、
早
期
の
聖
堂
は
大
て
い

B
Z
R
B
E
E
の
古
同
み
に

建
て
ら
れ
た
か
ら
、
口
。
B
U
S
Rロ
が
一
き
わ
卓
越
し
て
描
か
れ
て
い
る

ω
g含

B

同
ロ
包
ロ
宮
町
ロ
も
誇
張
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
o

例
え
ば
前
記
の

F
B
Z
n
F
の
場

合
、
国
同
町

g
か
ら
稜
線
上
の

出
血
己
匂

Z
F
に
向
っ
て
い
ず
れ
の
、
不
l
ベ
ン
シ
ユ

ト
ラ
l
セ
ン
を
登
っ
て
ゆ
く
と
き
も
、
ロ
。
白
山
口
問
ロ
窓
口
は
い
つ
も
卓
出
し
て
観
察

さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
先
)
(
図
7
)
0
こ
の
こ
と
は
、

そ
れ
が
異
教
徒
教
化
の
前
哨

を
も
意
味
し
た
東
方
植
民
地
域
に
お
い
て
一
そ
う
著
し
く
、
多
く
の
聖
堂
が
丘
上
や
川
を
見
下
ろ
す
山
の
は
な
に
立
地
し
、
こ
れ
が
エ
ル

で
あ
る
o

エ
ル
ベ
左
岸
の
渡
河
点
に
発
達

ベ
ー
ザ

i
レ
沿
岸
の
司
教
座
の
特
色
を
な
し
て
い
る
(
河
)
O

こ
の
代
表
的
な
事
例
が
冨
巳
宮
口

し
た
こ
の
都
市
は
、
市
街
北
端
の
一
四

0
メ
ー
ト
ル
の
高
地
に
ブ
ル
ク
と
聖
堂
が
一
つ
の
城
壁
内
に
収
め
ら
れ
て

ω
S岳
町
O
ロ
巾
を
形
成

し
、
ラ

I
ト
ハ
ウ
ス
と

P-SEr-H口
宮
の
立
地
す
る
マ
ル
ク
ト
広
場
(
一

O
八
メ
ー
ト
ル
の
台
地
)
が
も
う
一
つ
の
都
市
核
を
な
し
、

275 

と
も
に
冨
丘
四

g
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
力
点
と
な
っ
て
い
る
有
志
し
か
し
て
平
面
的
に
も
こ
の
第
二
の
都
市
核
は
図
9
の
よ
う
に
ラ
l
ト

ハ
ウ
ス
と
教
会
と
広
場
が
ご
っ
の
鋳
型
」
で
で
き
た
よ
う
な
調
和
を
示
す
。
太
線
は
理
念
的
な

H
N
2
5与
g
刊
で
、

H
N
g
B
4
8ロロロぬ
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十

。~ 30 50 Nm  
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豆一

を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
菱
形
の
マ
ル
ク
ト
広
場
に
入
っ
て
来
た
人

Meissenのマルクト (W.Raudaによる)

は
、
そ
の
尖
端
に
位
置
す
る

P
E
E
r
R
Z
の
の
roH
に、

い
ら
れ
る
構
造
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
お
)
O

のん
E
X
N
も
ま
た
一
一
一

O
O年
ご
ろ
成
立
し
た
植
民
都
市
で
、

Z
丘
四
四
川

視
線
を
強

の
橋
か
ら
入
る
者
に
は
河
岸
に
迫
っ
た

】

ι
巾同町一円回日仏
Hnr巾
の
あ
る

回
口
同

ma

Z
H
m
の
み
な
ら
ず
、
市
内
の

ロ
O
B山
口
同
ロ
同
町
ロ
ド
、
が
重
層
を
な
し
て
み
え
る

一
方
、
南
西
隅
の
尽
き
g
Z
H
か
ら
入
る
者
に
も
、
ロ
O
B
E
S
H
mロ
は
遠

く
か
ら
の
∞

-ww匂ロロ]拘仲間
で
あ
る
と
と
も
に
、
歩
と
と
も
に
つ
ぎ
つ
ぎ
に

あ
ら
わ
れ
る
広
場
の
力
点
と
し
て
働
く
o

図
叩
の
太
線
は
前
図
と
同
じ
く

何
回
ロ
ヨ
回
目
漏
出
口
E
M
m
を
示
す
も
の
で
、
ラ
l
ト
ハ
ウ
ス
の
塔
と
と
も
に
、

。
宮
山
町
田
E
m
r何日同庁山門
nro
の

Z
包
m
-
E
H
B
の
垂
直
線
は
、

d
E
2
B
R
E
 

に
と
っ
て
遠
隔
か
ら
の
作
用
力
点
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
翁
)
O

同
様

図B

に
図
日
は
、
ロ
宮
丘
町
ロ
の

Z
2自
由
円
宮
の
間
同
2
8
E
H
n
r
o
が、

Z
2
5
R
E

の
み
な
ら
ず

〉

F
E
R
-
2
に
お
け
る
視
界
に
及
ぼ
す
効
果
を
も
ね
ら
っ
て

配
置
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る

a)O

こ
の
よ
う
に
中
世
都
市
の
り
。
B
U
S
B
は
、
そ
れ
が
立
地
す
る
広
場
や

街
路
に
と
っ
て
の
み
で
な
く
、
市
中
、
市
外
か
ら
の
遠
望
に
も
効
果
的
な
プ
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図10 GorlitzのUntermarkt(W.Raudaによる)
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ロ
フ
ィ
ル
を
呈
示
す
ベ
く
知
恵
が
配
さ
れ

で
あ
っ
た
。
そ
の
底
に
は
人
間
と
建
築
と

の
調
和
、
八
人
間
的
な
ス
ケ
ー
ル
〉
に
則

っ
た
都
市
プ
ラ
ン
の
原
理
が
働
い
て
い
た

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

八
人
間
的
〉
、
八
人
工
的

V
と
い
う
こ

と
に
関
し
、
い
ま
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、

上
掲
の
諸
図
に
も
明
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
広
場
に
出
入
す
る
街
路
が
巧
み
に
屈

折
し
、

「
は
て
し
な
い
道
の
か
な
た
に
視

線
が
消
え
て
ゆ
く
こ
と
が
な
い
@
)
」
と

い
う
こ
と
、

つ
ま
り
広
場
と
い
い
な
が

(W.Rauda による)

ら
、
視
覚
的
に
も
き
わ
め
て
関
さ
れ
た
構

造
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な

。
巾
印
ロ

r-。
回
目
巾
ロ
=

宮
山
件
、
も
、
方
格
中
央
広
場
プ
ラ
ン
に
な
っ

て
く
る
と
崩
れ
だ
し
、
や
が
て
司
苛
印
芯
ロ
目
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三
田
舎
の
経
営
と
と
も
に
開
放
的
な
広
場
の

Dresdenの A!tmarktと Neumarkt

展
開
期
を
迎
え
る
。
一
二
方
を
閉
じ
二
面
だ

け
を
人
聞
の
視
界
の
た
め
に
あ
け
た
広
場

の
奥
に
、
ド
ミ
ナ
ン
テ
を
据
え
る
空
間
構

成
は
、
奥
行
の
ふ
か
い
舞
台
と
し
て
の
効

用
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
(
ぢ
o

問
。

z
g
N

(
図
ロ
)
や
君
。

HNE品
(
図
臼
)
の
城

館
と
そ
の
広
場
は
こ
の
種
の
代
表
的
事
例

で
あ
る
。
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
バ
ロ
ッ
ク

図 11

へ
、
広
場
も
ま
た
建
築
ス
タ
イ
ル
や
都
市

プ
ラ
ン
と
と
も
に
、
大
き
く
変
貌
し
て
ゆ

く
の
で
あ
る
o

こ
れ
に
つ
い
て
は
節
を
改

め
よ
う
o



280 

Koblenzの Pesidenzの広場

CC.Sitte による)

pd繭宵

図 12

四

世
界
都
市
史
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
都
市
の
広
場

にこ~

Wurzburgの Residenzの広場

CC.Sitteによる)

図13

〔
バ
ロ
ッ
ク
・
プ
ラ
ン
と
広
場
〕

美
術
・
建
築
様
式
が
一
五
二

O
年
ご
ろ
を
エ
ポ
ッ
ク
と
し
て
後
期
ゴ
シ
ッ
ク
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
へ
と

転
回
し
た
の
に
伴
な
っ
て
、
都
市
プ
ラ
ン
も
の

g口
r
z
a
g
r
m
F
密
度
、
八
垂
直
〉
の
強
調
か
ら
、

4
B
B巾

片
岡
山
田
口

r'r
。ユ
N
O
E
即
日
な
都
市

空
間
の
創
造
へ
大
き
く
動
き
は
じ
め
る
(
お
)
O

「
ω・〉
5
2江
戸
当
切
)
か
ら
ぐ
・

ω
2
5
0
N
N即

(
5
5
)
に
い
た
る
ま
で
陸
続
と
提
出
さ
れ
た
ル
ネ
サ
ン
ス
理
想
都
市
案
に
共
通
す
る
特
色

ネ
ル
サ
ン
ス

は
、
文
字
ど
お
り
一
五

O
O年
前
の
冨
・
〈
芹
2
4
2印
(
例
)
の
再
生
で
あ
り
、
幾
何
学
的
な
唱
広
吉
注
目

E
又
は

E
止
と
宮
丘
町
百

の
街



路
網
に
整
形
(
多
く
は
星
状
形
)

の
城
郭
と
広
場
を
〈
殻
と
核

V
と
し
て
は
め
こ
む
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
側
室
を
も
っ
星
状
形
稜
壁
の
出

現
が
専
ら
火
砲
の
発
達
に
よ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
別
稿

a)
で
述
べ
た
が
、

事
実
、

バ
ロ
ッ
ク
・
プ
ラ
ン
の
主
要
論
文
の
多
く
は

』
-
M
》
叩
同
門
旦
な
ど
の
軍
事
技
術
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、

バ
ロ
ッ
ク
体
制
を
支
払
え
る
二
つ
の
武
器
は
軍
隊
と
絶
対
主
義
国
家

の
官
僚
機
構
で
あ
っ
た
(
前
)
O

』・冨

-zogHS
が、

ル
ネ
サ
ン
ス
・
プ
ラ
ン
の
重
点
が
軍
事
的
な
も
の
に
あ
っ
た
の
に
対
し
、

バ
ロ
ッ
ク
・

プ
ラ
ン
は
首
都
の
創
・
改
造
で
発
揮
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に

ay前
者
の
実
現
さ
れ
た
の
は
司
氏
B
同

z
o
g
を
は
じ
め
若
干
の

要
塞
(
都
市
)
に
す
ぎ
ず
、

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
宮
殿
に
お
け
る
ご
と
く
、

ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
は
個
々
の
建
物
に
あ
ら
わ

れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
都
市
プ
ラ
ン
全
般
の
パ
タ
ー
ン
に
変
化
を
与
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
(
滞
。
「

Z
E出向
O
E
が
、
用
語
の
正
し

い
意
味
で
の
ル
、
ネ
サ
ン
ス
都
市
と
い
う
も
の
は
な
い
と
し
つ
つ
、

し
か
し
や
が
て
十
七
・
十
八
世
紀
に
現
実
に
展
開
し
た
バ
ロ
ッ
ク
・
プ

ラ
ン
の
端
緒
と
し
て
の
重
大
な
意
義
か
ら
、
こ
れ
を
「
原
バ
ロ
ッ
ク
」
と
名
づ
け
て
い
る
(
約
)
の
も
こ
う
し
た
わ
け
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
建
築
様
式
は
南
部
こ
と
に
〉
ロ
宮
ザ
ロ
認
や

Z
E
E
Z
H
m、
あ
る
い
は
北
の
ハ
ン
ザ

都
市
の
建
築
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
が
、

ル
ネ
サ
ン
ス
都
市
と
称
す
べ
き
も
の
は
生
じ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

や
が
て
絶
対
主
義
の

都市史における広場

に
お
い
て
バ
ロ
ッ
ク
・
プ
ラ
ン
と
し
て
貫
徹
さ
れ
る
の
で
あ
る
翁
)
O

そ
の
手
本
と
な
っ
た
の
が

〈

2回
目
邑
白
血

と
パ
リ

明
C
H回
目
い
叩
ロ
由
門
何
戸
内
回
同

で
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る

a)O

ヴ
ィ
ス
タ
を
形
造
る
直
線
街
路
、
そ
の
唱
広
ま
た
は

E
去
と

な
配
置
と
そ
の
焦
点
に
配
さ
れ
る
力
づ
よ
い
中
央
広
場
と
広
場
群
、

そ
し
て
初
期
に
は
星
状
形
の
囲
郭

l

こ
れ
ら
を
貫
く

F
m
l号
の
原
理
と
い
う
の
が
、

バ
ロ
ッ
ク
・
プ
ラ
ン
の
基
本
パ
タ
ー
ン
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
核
は
こ
の
「
主
要
広
場
に
お
く
べ
き
で
あ
る
」
と
し
た
匂
白
ロ
包
芯

の
い
う
核
と
は
宮
殿
、
大
蔵
省
、
牢
獄
、
精
神
病

281 

院
で
あ
っ
た
|
|
「
こ
れ
ほ
ど
完
全
に
バ
ロ
ッ
ク
の
新
秩
序
を
要
約
し
、
政
治
生
活
の
特
色
を
象
徴
し
て
い
る
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
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「
冨
口
同
出
向
。
丘
は
述
べ
て
い
る
(
位
)
O

広
場
も
今
や
苫
山
口
巾
仏
冊
目
。
日
目
。
の
よ
う
に

5
ロ
円
四
宮
山
口
貯
の
形
態
が
多
く
と
ら
れ
、
ま
た
盟
国
円
四
〈

g門目。
B
巾
-
E同円四円山
2
〈。ぬ

g

の
よ
う
に
統
一
的
な
デ
ィ
ザ
イ
ン
の
建
物
で
囲
わ
れ
、
さ
ら
に
は
都
市
全
体
に
わ
た
る
建
築
様
式
の
規
制
さ
え
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た。

冨
同
ロ
ロ
Z
F
B
で
は
建
物
の
方
位
・
高
さ
・
階
数
・
階
高
・
奥
行
・
屋
根
型
・
フ
ァ
サ
1
ド
の
戸
と
窓
の
位
置
と
大
き
さ
な
ど
が
予

め
統
一
的
に
決
め
ら
れ
て
お
り
(
旬
、
。
5
g
m口
同
・
門
戸

。円四四円

で
は
一
七

O
八
年
以
後
、

マ
ル
ク
ト
広
場
沿
い
は
三
階
、
同

2MMZF
沿

い
は
二
階
、
市
街
縁
辺
部
の
の
忠
臣
ロ
で
は
一
階
と
い
う
文
字
通
り
階
層
的
な
高
さ
の
統
制
が
行
な
わ
れ
た
〈
悦
)
O

ド
イ
ツ
で
は
こ
の
他
、
同

R
F
E
Z
や
宮
田
正
田
自
が
完
全
な
バ
ロ
ッ
ク
都
市
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
冨
白
山
口

Nw
者
骨

N
E円
m-ω
と
与
5m-

P
H
E
P
冨
E
E巾円切同》包
2
r
o
g
u
ロ
目
白
仏
g
u
ω
E丹仲間同
H
Y
口問円旨田仲間仏
F

Z

E
ロ
n
r
g
u
阿国回目巾
f

ロ
S
F
ロ
ロ
回
国
巾
記
。
止
な
ど
聖
俗
の

H
J
』
混
同
巾
ロ
の
剛
山
町
田
正

g
s
S円
四
丹
市
が
多
か
れ
少
な
か
れ
バ
ロ
ッ
ク
的
要
素
を
都
市
プ
ラ
ン
の
上
に
呈
し
て
い
る
。

以
上
の
ご
と
く
、

ル
ネ
サ
ン
ス
理
想
都
市
案
は
中
世
か
ら
近
世
へ
の
客
観
情
勢
の
変
化
の
な
か
で
「
短
い
生
命
を
終
っ
た
け
れ
ど
、
そ

の
基
礎
原
理
は
中
世
都
市
再
開
発
の
基
本
と
な
り
、
幾
何
学
的
抽
象
化
は
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
技
術
を
標
準
化
す
る
効
果
を
も
っ
た
」

0

そ

し

て
つ
づ
く
バ
ロ
ッ
ク
都
市
の
プ
ラ
ン
の
「
階
級
的
配
置
の
骨
組
を
な
す
諸
施
設
、
主
要
街
路
と
公
共
建
築
の
並
ぶ
広
場
の
構
成
は
、
近
代

都
市
パ
タ
ー
ン
を
形
成
す
る
基
盤
(
何
)
」
と
し
て
、
と
も
に
世
界
都
市
史
上
に
大
き
な
位
置
づ
け
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

〔
広
場
と
他
〈
器
官
V
と
の
関
わ
り
〕

「
広
場
」
を
都
市
の
空
間
構
成
の
主
要
人
器
官

V
に
な
ぞ
ら
え
る
以
上
、

」
れ
は
当
然
他
の

八
器
官
〉
す
な
わ
ち

「
街
路
」
や

「
囲
郭
」
や
「
都
市
核
」

と
も
有
機
的
に
関
連
し
て
い
る
ぬ
)
O

こ
れ
ら
が
殊
に
密
接
に
関
係
し
合

っ
て
統
一
的
な
構
成
を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
バ
ロ
ッ
ク
・
プ
ラ
ン
の
そ
も
そ
も
の
特
質
が
存
し
た
と
い
え
よ
う
o

前
項
に
お
い
て
当
面

の
課
題
た
る
「
広
場
」
の
み
を
抽
出
し
て
述
べ
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
所
以
で
あ
る
が
、
以
下
に
い
ま
一
度
、
他
八
器
官

V
そ
れ
ぞ
れ
と



の
つ
な
が
り
を
と
り
あ
げ
な
が
ら
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
に
お
け
る
広
場
の
変
容
の
意
味
を
検
討
し
て
み
た
い
。

「
都
市
核
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
す
で
に
第
二
節
で
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
ま
ず
「
荷
路
」
と
「
広
場
」
と
の
関
わ
り
を
一
瞥
し

て
お
こ
う
o

中
世
の
都
市
経
済
か
ら
バ
ロ
ッ
ク
の
国
家
経
済
へ
の
推
移
は
、
多
様
な
地
方
商
品
か
ら
首
都
の
流
行
に
支
配
さ
れ
た
製
品
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
化
、
職
人
の
注
文
生
産
か
ら
既
製
品
の
陳
列
販
売
へ
の
移
行
を
も
た
ら
し
、
大
き
な
ガ
ラ
ス
面
を
も
っ
た
商
屈
が
街
路
に

な
ら
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

「
中
世
都
市
の
な
か
で
は
、
上
流
階
級
と
下
層
階
級
と
は
、
寺
院
の
な
か
で
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
路
上
で

で
も
市
場
で
で
も
肩
つ
き
あ
わ
せ
た
」
が
、

バ
ロ
ッ
ク
都
市
に
は
前
者
が
大
型
馬
車
を
馳
せ
て
買
物
に
出
か
け
る
直
線
の
大
通
り
が
出
現

し

「
掛
合
っ
た
り
値
切
っ
た
り
す
る
場
所
」
で
は
あ
り
得
な
く
な
っ
た
の
)
O

マ
ル
ク
ト
広
場
も
車
で
ご
っ
た
返
し
て
、

要
す
る
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
に
お
い
て
は
、
広
場
は
大
規
模
な
催
し
の
た
め
の
広
場
、
緑
地
帯
と
し
て
の
公
園
に
変
質
変
容
し
、
少
く

と
も
そ
の
マ
ル
ク
ト
と
し
て
の
機
能
の
大
半
プ
ラ
ス
八
つ
き
合
い
の
た
め
の
空
間

V
と
し
て
の
機
能
の
多
く
を
街
路
に
ゆ
ず
っ
た
の
で
あ

る
(
鮒
〉
@

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
街
路
と
広
場
と
の
関
わ
り
が
そ
う
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
対
照
的
に
想
起
さ
れ
る
の
は
東
洋
に
お
け
る
都
市
空

都市史における広場

聞
の
あ
り
方
で
あ
る
。
黒
川
紀
章
は
東
洋
の
都
市
に
は
広
場
が
な
く
(
怒
、
道
が
こ
れ
を
代
行
し
て
い
た
と
の
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。

里
山
川
は
そ
の
例
と
し
て
富
田
口
自
由
自
に
み
ら
れ
る
古
代
イ
ン
ド
の
四
つ
の
理
想
都
市
案
を
あ
げ
て
い
る
が
、

し
か
し
む
田
口
仏
停
一
回
型
以
外

は
中
央
に
小
規
模
な
が
ら
八
魔
術
の
広
場

V
を
も
ち
、

Z
S仏
1
4
R
S
型
に
は
最
外
側
の
城
門
近
く
に
市
場
も
設
け
ら
れ
て
い
る
o

と
は
性
格
を
異
に
し
、
都
市
プ
ラ
ン
の
基
軸
は
東
西
の
王
道
と
こ
れ
に
直
交
す
る も

っ
と
も
中
央
広
場
と
い
っ
て
も
国
m
o
g
や

マ
ハ
カ
ラ

広
路
と
に
あ
り
、
主
要
施
設
も
こ
れ
に
沿
っ
て
分
置
さ
れ
て
い
た
が
(
別
)
。

r
E
B
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こ
の
古
代
理
想
都
市
案
で
現
実
化
は
さ
れ
た
も
の
は
む
ろ
ん
一
つ
と
し
て
な
く
、

現
実
の
土
着
の
イ
ン
ド
都
市
の
殆
ん
ど
は
、

イ

ス
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ラ
ム
的
要
素
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
詳
細
は
別
稿
(
肌
)
に
ゆ
ず
る
が
、

家
屋
の
構
造
が
内
庭
に
の
み
聞
い
て
外
部
に
向
け
て
は

閉
鎖
的
で
あ
れ
ば
、
そ
の
群
集
で
あ
る

O
E
E
B
も
閉
鎖
的
で
あ
り
、
街
路
パ
タ
ー
ン
が

ω白
鳥
官
g
g
を
示
せ
ば
、
都
市
そ
の
も
の

も
囲
郭
を
施
し
て
い
た

0
1
1
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
ン
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
の
中
に
バ
ザ
l
ル
の
広
場
が
必
要
で
あ
っ
た
の
だ
と
云
え
よ

う

日
本
の
場
合
に
は
、
古
代
都
城
の
大
路
は
「
権
力
の
シ
ョ

i
ウ
イ
ン
ド
ゥ
」
と
し
て
の
広
場
の
代
行
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ

の
小
路
や
、
中
、
近
世
の
城
下
の
町
屋
地
区
の
道
は
、
木
造
建
築
の
開
放
性
、
こ
と
に
格
子
を
媒
介
と
し
て
、
各
町
家
の
生
活
に
つ
な
が

っ
て
い
た
(
問
)
0

い
わ
ば
道
を
媒
体
と
し
て
「
向
う
三
軒
両
隣
」
式
の
社
会
関
係
で
あ
っ
た
か
ら
、

ア
セ
ン
ブ
リ
・
プ
レ

1
ス
と
し
て
の

広
場
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
o

都
市
に
お
け
る
広
場
の
有
無
を
、
八
市
民

V
の
有
無
に
結
び
つ
け
る
解
釈
が
あ
る
が
、
こ
の
際

私
は
八
市
民

V
と
い
う
語
の
な
か
に
含
ま
れ
た
八
都
市
共
同
体

V
の
成
員
と
い
う
面
よ
り
も
、
そ
れ
以
前
に
お
け
る
〈
個
人

V
の
確
立
と

い
う
面
を
重
視
し
た
い
。
家
屋
構
造
に
お
い
て
も
社
会
関
係
に
お
い
て
も
向
う
三
軒
両
隣
式
で
な
く
、

か
つ
都
市
全
体
も
囲
郭
で
か
こ
わ

れ
た
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
に
お
い
て
、
広
場
が
発
達
し
た
の
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
っ
た
(
態
。

資
本
主
義
の
発
展
に
よ
る
「
都
市
の
城
壁
の
破
壊
は
現
実
的
で
も
あ
り
、
象
徴
的
で
も
あ
っ
た
」

「
こ
う
し
た
変
化
全
体
の
な
か
で
も

っ
と
も
顕
著
な
の
は
、
中
世
都
市
の
具
体
的
な
市
場
が
抽
象
的
な
国
際
市
場
へ
と
代
っ
て
行
っ
た
こ
と
(
酬
と
で
あ
っ
た
。

私
の
い
う
各

八
器
官
〉
は
こ
の
よ
う
な
関
わ
り
合
い
の
な
か
に
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
に
お
い
て
マ
ル
ク
ト
広
場
が
美
し
い
の

g
n
r
g
g
g
r
m
x
に

貫
か
れ
て
い
た
こ
ろ
、
家
屋
・
街
路
の
構
造
も
閉
鎖
的
で
あ
り
、
都
市
自
体
も
閉
郭
に
よ
っ
て
関
さ
れ
て
い
た
。
囲
わ
れ
た
空
間
の
な
か

で
こ
そ
、
広
場
は
必
要
な
の
で
あ
り
、

ま
た
広
場
自
体
、
元
来
閲
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
広
場
で
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
人
は
誰
も
無

限
の
広
野
に
立
っ
て
、
そ
こ
に
広
場
が
あ
る
と
は
云
わ
な
い
。
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(m) 

(
口
)

(
日
)

(
凶
)

二
八
に
詳
細
な
る
研
究
が
収
め
ら
れ
て
い
る
o

HYωnFo--mHHFr-ι
よ

ω・
ω日

HN・
玄
白

E
H
q
一
円
)
芯
の

H
E
E
2
2
2
E
E口
出
舟
円
。

2
Z円
宮
口

ω
H
O
E
E
m
g
-
E
N∞
(
綿
貫
勇
彦
訳

R
・
マ
ル
テ
ィ
ニ
!
日
前
掲
注
(
げ
)
℃
-
S

同

右

也

-
E

な
お
、
。
・
同

-
t
t
R
H
O貯
の
円

E
e
H
E
m
m田
仲
間

-E口問一

ι
2
ι
2
g
n
r
g
ω
E合

F
B
ζ
H
H目。
-
t
z吋・

5
5
で

は

冨

ω
円
r
z
z・
よ
り
発
展
し

た
も
の
も
含
め
て
、
マ
ル
ク
ト
広
場
に
三
角
形
お
よ
び
方
形
の
二
つ
の
基
本
型
を
見
出
し
、
後
者
を
さ
ら
に
後
述
の
並
行
街
路
の
間
に
は
め
ら

れ
た
場
合
に
近
い
型
と
、
国

S
D
Zロ
・
の
傍
に
添
え
ら
れ
た
型
と
に
分
か
っ
て
い
る
。
ま
た
前
者
の
場
合
、
三
角
形
の
頂
点
を
な
す
位
置
に

モ
ニ
ュ
メ
ン
テ
が
お
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

3
.
5
)
。

。・

ωnr司
2
N
ニ
r-p.ω
・念日

マ
ル
ク
ト
の
拡
張
に
際
し
て
は
、
共
同
墓
地
の
地
積
を
転
用
す
る
場
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ω
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比
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ω
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伊
藤
鄭
爾
一
西
洋
都
市
史
建
築
学
大
阪
開
二
昭
三
五
日
当
・
呂

1g

矢
守
口
都
市
形
態
の
歴
史
地
理
的
研
究
序
説
[
[
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
計
一
都
市
を
中
心
に
人
文
地
理
一
七
|
四

囲
郭
の
変
容
系
列
に
関
す
る
覚
書
人
文
地
理
二
-
ー
ー
一
司
・

2

円、.三口
S

『

O
邑
口
、
叶

r
o
p
]
E
B
G
h
n
-
5∞・

5ω
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(
生
田
勉
、
森
田
茂
介
訳
昭
一
ニ

0

3
・
口
十
ロ
叶
)

も
っ
と
も
住
宅
区
の
な
か
に
も
十
七
位
紀
以
降
、

O
宮
口
田
口

E
B
と
い
う
階
級
的
集
団
居
住
に
奉
仕
す
る
新
し
い
空
間
が
生
れ
た
(
マ
ン
フ

ォ
ー
ド
ぃ
前
掲
注
(
伺
)
司
呂
田
)
。

。・

ω
島
君
"
円
N

も
中
国
の
都
市
に
は
広
場
が
な
い
こ
と
を
そ
の
特
色
の
一
つ
に
し
て
い
る

(H『
E
W
ω
-
S
S
o
な
る
ほ
ど
、
古
代
の
都
城

0

フ
ラ

ン
の
中
に
は
市
場
が
画
定
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
前
漢
長
安
の
場
合
、
そ
の
九
市
の
面
積
は
各
々
万
二
六
六
歩
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
(
服
部

克
彦
口
古
代
中
国
の
都
市
と
そ
の
周
辺
昭
四
一
司

-
Z∞
)
、
古
代
都
城
の
「
市
」
な
る
も
の
は
、
坊
の
中
は
曲
衡
に
沿
う
同
時
で
充
填
さ
れ
て

お
り
、
オ
ー
プ
ン
ス
・
ベ

l
ス
と
は
い
え
な
い
と
思
う
。
唐
末
よ
り
坊
制
も
乱
れ
、
諸
都
市
の
市
場
活
動
、
が
立
地
し
た
の
は
廟
の
前
や
街
路
と

な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
宋
代
明
州
の
大
市
は
域
内
中
央
部
の
能
仁
寺
前
に
お
か
れ
、
市
廊
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
慈
渓
県
で
は
唐

開
一
冗
二
六
年
(
七
三
八
)
に
県
治
の
直
前
に
南
に
走
る
七
丈
の
大
街
が
つ
く
ら
れ
、
こ
れ
に
曲
闘
が
配
さ
れ
た
(
斯
波
義
信
一
宋
代
明
州
の
都
市

化
と
地
域
開
発
待
兼
山
論
叢
第
三
号
大
阪
大
学
〈
学
部
)
。
な
お
、
脱
稿
後
、
中
国
の
市
場
に
つ
い
て
は
斯
波
氏
よ
り
多
く
の
御
教
一
が

を
得
た
の
で
次
の
機
会
に
補
訂
を
加
え
た
い
。
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黒
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u
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司
-
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山
口
恵
一
郎
υ

都
市
地
域
形
成
の
世
界
史
的
系
列
に
お
け
る
日
本
の
特
質
歴
史
地
理
学
紀
要
四
で
も
、
私
が
先
稿
以
来
、
都
市
閤
郭
、

広
場
な
ど
都
市
プ
ラ
ン
の
一
聞
か
ら
捉
え
よ
う
と
し
て
き
た
位
界
都
市
史
に
お
け
る
地
域
類
型
が
追
求
さ
れ
て
い
る
。
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